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協定書への調印

明本收二さん

店長  中村知弘さん

　

7
月
17
日
︑
和
木
町
と
下
松
市
の

光
東
株
式
会
社
︵
東
日
出
夫
代
表
取

締
役
︶
と
の
間
で
︑﹁
災
害
時
に
お
け

る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
﹂
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
︒

　

町
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
︑
同
社
か
ら
応
急
対
策
資
機

材
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
︑

被
害
の
拡
大
防
止
及
び
早
期
復
旧
を

目
指
し
ま
す
︒
ま
た
︑
今
回
の
締
結

に
併
せ
て
︑
高
圧
洗
浄
機
と
簡
易
ト

イ
レ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
︒

　

協
定
の
調
印
式
で
米
本
町
長
は
︑

﹁
各
種
の
大
型
車
両
︑
土
木
機
械
︑
発

電
機
な
ど
︑
町
で
は
所
有
す
る
こ
と

が
困
難
な
物
資
・
資
機
材
の
供
給
に

ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る

こ
と
は
非
常
に
心
強
く
感
じ
ま
す
︒﹂

と
述
べ
ま
し
た
︒

光
東
株
式
会
社
と
災
害

応
援
協
定
を
締
結

　

7
月
23
日
、「
令
和
6
年
第
3
回
和
木
町

議
会
臨
時
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
1
件
、

議
案
2
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
8
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

※
国
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に

基
づ
き
、
健
康
被
害
救
済
給
付
金
を
速

や
か
に
給
付
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
予

算
措
置
を
行
う
も
の【

全
会
一
致
で
承
認
】

議
案
第
36
号

　

令
和
6
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）

※
和
木
町
役
場
庁
舎
及
び
和
木
中
学
校
校

舎
の
空
調
設
備
（
エ
ア
コ
ン
）
の
更
新

の
た
め
に
必
要
と
な
る
経
費
を
計
上
す

る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

議
案
第
37
号

　

緑
ヶ
丘
団
地
第
１
棟
外
構
整
備
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※
緑
ヶ
丘
団
地
第
１
棟 

外
構
整
備
工
事
の

請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

【
全
会
一
致
で
可
決
】

第
３
回

和
木
町
議
会
臨
時
会

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
尽
く
し
た
永
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
︑
株
式
会
社
丸
久　

和
木

店
が
山
口
県
知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら

も
和
木
町
の
食
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
︒

︻
食
品
衛
生
優
良
施
設
の
部
︼

　

株
式
会
社
丸
久  

和
木
店

山
口
県
知
事
表
彰
を
受
賞

　

食
品
衛
生
の
普
及
向
上
に
尽
く

し
た
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
︑

善
岡
美
佐
子
さ
ん
が
岩
国
管
内
食

品
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
︒

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

こ
れ
か
ら
も
和
木
町
の
食
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
︒

︻
食
品
衛
生
優
良
従
業
員
の
部
︼

　

善
岡
美
佐
子
さ
ん

︵
社
会
福
祉
法
人
和
木
町
社
会

福
祉
協
議
会
つ
く
し
会
︶

※
善
岡
さ
ん
に
つ
き
ま
し
て
は
︑

お
名
前
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
︒

岩
国
管
内
食
品
衛
生

協
会
長
表
彰
を
受
賞

　

7
月
1
日
付
で
明
本
收
二
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
︒

　

明
本
さ
ん
は
︑
昭
和
34
年
4
月
に
旧
美
和
町
立

美
和
中
学
校
の
教
諭
に
就
任
さ
れ
て
以
来
︑
平
成

9
年
3
月
に
同
中
学
校
長
を
退
職
す
る
ま
で
︑
37

年
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
︑
発
展
に
広
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑
退
職
後
は
︑
里
山
研

究
会
会
長
や
自
治
会
長
を
歴
任
す
る
な
ど
地
域
貢

献
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
度
の
受
章
︑

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

明
本
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

まちの話題
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クイズに正解し、喜ぶ子どもたち取材を行う生徒たち

米本町長（左）から辞令を受け取る伊藤さん（右）

　

7
月
末
を
も
っ
て
坂
口
美
知
代
さ
ん

︵
和
木
5
丁
目
︶
が
民
生
委
員
を
退
任

さ
れ
ま
し
た
︒

　

坂
口
さ
ん
は
︑
平
成
28
年
12
月
1
日

に
新
地
地
区
の
民
生
委
員
に
就
任
以

来
︑
地
域
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
が
︑
こ
の
た
び
一
身
上
の

都
合
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
︒

新
地
地
区
の
民
生
委
員
児
童

委
員
が
退
任
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
が
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た

　

7
月
5
日
︑
こ
ど
も
園
で
七
夕
ま
つ
り

が
行
わ
れ
︑
子
ど
も
た
ち
は
織
姫
さ
ま
と

彦
星
さ
ま
に
願
い
を
こ
め
ま
し
た
︒

　

今
回
は
︑﹁
和
木
町
母
子
保
健
推
進
協
議

会
﹂
の
皆
さ
ん
と
︑﹁
和
木
町
婦
人
会
﹂
の

皆
さ
ん
を
お
招
き
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
の
天
の
川
や
︑

短
冊
が
飾
り
付
け
ら
れ
た
園
内
で
︑
七
夕

に
ち
な
ん
だ
○
×
ク
イ
ズ
大
会
を
楽
し
む

な
ど
︑
年
に
一
度
の
園
行
事
を
楽
し
み
ま

し
た
︒

★ 

願
い
を
込
め
て…

 

★

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
北
海
道
恵
庭
市
か

ら
︑
こ
ど
も
園
の
保
育
教
諭
と
し
て
恵

庭
市
立
す
み
れ
保
育
園
の
保
育
士
・
伊

藤
亜
哉
さ
ん
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
︒

　

辞
令
交
付
式
が
7
月
5
日
に
行
わ
れ
︑

伊
藤
さ
ん
は
8
月
31
日
ま
で
こ
ど
も
園

で
保
育
教
諭
と
し
て
︑
す
べ
て
の
ク
ラ

ス
に
関
わ
る
教
育
・
保
育
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
︒

　

こ
れ
ま
で
の
職
員
派
遣
は
事
務
職
で

し
た
が
︑
初
の
試
み
と
し
て
専
門
職
の

相
互
派
遣
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

和
木
町
か
ら
は
こ
ど
も
園
の
保
育
教
諭
・

村
上
菜
那
さ
ん
を
︑
す
み
れ
保
育
園
に

派
遣
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

吸
収
し
︑
今
後
の
業
務
に
活
か
せ
る
よ

う
︑
実
り
あ
る
交
流
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
︒

保
育
士
を
相
互
に
派
遣

　

7
月
3
日
と
4
日
の
2
日
間
︑
和
木
中
学

校
2
年
生
の
生
徒
が
︑町
内
及
び
近
隣
で﹁
職

場
体
験
学
習
﹂
を
行
い
ま
し
た
︒

　

こ
の
学
習
は
︑﹁
職
場
体
験
を
通
し
て
︑

職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
︑
人
々

と
触
れ
合
う
こ
と
で
︑
社
会
に
お
け
る
人
間

関
係
を
学
ぶ
﹂
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
︒

　

役
場
企
画
総
務
課
に
は
2
名
の
生
徒
が
体

験
学
習
に
訪
れ
︑
1
日
目
は
各
職
場
で
体
験

学
習
中
の
生
徒
を
取
材
し
︑
2
日
目
は
１
日

目
の
取
材
で
得
た
素
材
を
素
に
﹁
広
報
わ
き

特
別
版
﹂
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
︒

　

職
場
体
験
を
行
わ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
︑
今

回
の
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
学
ん
だ

こ
と
を
︑
ぜ
ひ
将
来
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
︒

まちの話題

　

7
月
10
日
︑
和
木
町
人
権
施
策
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
協
議
会

で
は
﹁
誰
も
が
不
当
な
差
別
を
受
け
る

こ
と
な
く
︑
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
︑

生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
︑
こ
れ
か
ら

も
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
︒﹂
と
会
長
で
あ
る
米
本
町

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑
令
和
5
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
︑
令
和
6
年
度

予
算
案
︑
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
︒

　

ま
た
︑
研
修
会
で
は
︑
山
口
地
方
法

務
局
岩
国
支
局
支
局
長
丸
山
哲
也
さ
ん

に
よ
る
﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
﹂

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

和
木
町
人
権
施
策
推
進

協
議
会
並
び
に
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
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向坂くじら 著
島田荘司 著
朝比奈秋 著
大森兄弟 著
尾崎世界観 著
吉本ばなな 著
町屋良平 著
畠中恵 著

町田そのこ 著
角田光代 著

いとうみく 作、モカ子 絵
西村友里 作、大庭賢哉 絵
工藤純子 作、田中六大 絵

ロバート・ブライト 作、こみやゆう 訳
大塚健太 作、かのうかりん 絵

澤野秋文 作・絵
もとしたいづみ 文、長谷川義史 絵

野中柊 作、松本圭以子 絵
五味太郎 作
結城真一郎 作

＜CD＞
☆ Ａｍｍｏｌｉｔｅ／Ｏｍｏｉｎｏｔａｋｅ
☆ ７ｔｈ／ｍｉｗａ
☆ ＋Ａｌｐｈａ／なにわ男子
☆ Ｓｐａｒｋｌｅ Ｘ／ＴＨＥ ＹＥＬＬＯＷ ＭＯＮＫＥＹ
☆ 放生会／椎名林檎

＜一般書＞
『いなくなくならなくならないで』
『動物城２３３３』
『サンショウウオの四十九日』
『めでたし、めでたし』
『転の声』
『下町サイキック』
『私の小説』
『なぞとき』
『わたしの知る花』
『あなたを待ついくつもの部屋』

＜児童書・絵本＞
『１ねん１くみの女王さま　どきどきキャンプ』

『消えた校長先生』
『ひみつのとっくん』
『ペンギンのウィリー』

『トドにおとどけ』
『ナンデコンナでんしゃ』
『千両みかん』
『ルビとたいせつな宝もの』

『ならんでいる』
『やらなくてもいい宿題』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2
5 6

3
4 87 9
12 13

10
11 1514 16

19 20
17

18 22 2321 24
2625 27 29 30 3128

８月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日時
　８月１７日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』

☆８月のおはなし会☆

　図書館やこども園・小学校で、子ども向けにおはな
し会を開いています。新メンバーも活躍中です。
　ぜひ、ご一緒しましょう。お待ちしています（経験
は問いません）。
　お気軽に図書館受付、またはお電話でお問い合わせ
ください♪
問合せ先：図書館（☎５４－０２２２）

～子どもたちに読み聞かせをしてみませんか？～

●おはなし会サークル「このゆびとまれ（通称：ゆびとま）」
　メンバー募集中！！
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557

○和木小学校
★開校１５０周年記念式典に向けた
　ピカピカ大作戦
８月２４日（土）８：３０～１０：００
　PTA 奉仕作業を行います。今年は
式典に向けて、廊下磨き、窓拭き等
を行います。ご協力いただける地域
の皆様は、雑巾とバケツ持参で８時
２０分に体育館にいらしてください。

○「和木学園あいさつ運動」　
　　 ポスター・標語 作品募集
　「あいさつ日本一」めざして、今年
も募集します。詳しくは１７ページ
をご覧ください。

○和木町海外ホームステイ研修
７月２９日（月）～８月１３日（火）
　新型コロナウイルスの関係で来年
まで高校生も参加でき、今年は９名
の生徒が参加します。

○放課後子ども教室「わきあいキッズ」
自然観察・海　８月　４日（日）
　　　予備日　　　１９日（月）
　今年も通津美が浦公園で実施しま
す。２９名の児童が参加する予定です。

○姉妹都市和木町教育親善使節団　
　　　　　　交流事業（恵庭市訪問）
　８月６日（火）～８日（木）
　中学校長を団長とし、教育委員会
事務局１名、小学生２名、中学生２
名の計６名で参加します。

○ＣＳ三部会
　心の教育部会での事業「いい言葉
に関する取組」を紹介します。毎月
１１日は「いい言葉の日」です。小
学校では、お互いの良いところや普
段声に出していないけれど、感謝し
ている人にメッセージを書くなどの
活動をしています。７月１１日には、
６年生の授業を撮影していただきま
した。その様子は８月下旬に和木ちゃ
んねるで放送される予定です。おた
のしみに。

和木学園だより

☆ 町ぐるみ「和木学園」講座
　簡単３ステップ ! シンプルお片付けでスッキリ解決

　７月６日に柴田さちこさんを講師に迎え、
実施しました。
　お片付けが進まない原因を分析し、理想の
暮らしをイメージすることで劇的に生活空間
が整うことを学びました。また、収納に役立
つグッズも教えていただきました。
　収納整理を通して暮らしも心も豊かな日々
を送りたいですね！

授業の様子

町ぐるみ「和木学園」講座  和木学農園

　今年度第４回の講座を７月２１日に実施しま
した。今回は「ぼかし肥づくり」です。講師の
先生の説明後、みんなで協力してぼかし肥を作
りました。この日は朝から気温が高く、屋外で
の作業が辛い天候でした…。来月も気を付けて
活動していきたいですね。
　第５回の講座は８月１８日（日）です。よろし
くお願いします。

　７月１日、和木駐在所警察官１名
と岩国警察署生活安全課所属の警察
官１名、県から委嘱を受けた教育委
員会職員２名の計４名が、県青少年
健全育成条例に基づき、コンビニエ
ンスストアの商品の陳列状況や青少
年の夜間の利用状況等について確認
するため、立ち入り調査を行いまし
た。町内における店舗の状況は良好
です。これからも、クリーンな町づ
くりをこころがけていきましょう！

子ども環境
クリーンアップ活動

　来年１月に実施予定の「和木町二十歳のつど
い」の実行委員を募集します。一生に一度の二
十歳の門出を祝う「つどい」の企画をしません
か。申込期間は９月２７日（金）までです。多
くの応募をお待ちしています。

対　象　
　平成１６年４月２日から、平成１７年４月
１日までに生まれた方で、和木町在住また
は和木小学校、和木中学校を卒業された方
仕事内容
　二十歳のつどいの企画・運営
　アトラクションの企画・運営
成人式日時　（予定）令和７年１月１２日（日）
　受付：１０時３０分～
　式典：１１時～１１時３０分
　アトラクション：１２時～１３時
応募・お問い合わせ
　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

求む！「二十歳のつどい」

実行委員
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妊産婦サロン

すくすく計測相談会

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　　　  （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　　　　（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…

すくすくすくすく
和木町こども家庭センター

　妊娠中、産後、子育て中の方の相
談会を行っています。お気軽にご利
用ください。
日時　８月２２日（木）
　　　９時～１２時のうち１時間程度
内容　助産師による個別相談
　　　　妊娠中・産後の体調管理、赤ちゃんのお世話、
　　　　授乳相談、離乳食相談等
講師　助産師　毛利　弘美  先生
場所・問　保健相談センター  （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

　未就園児の身体計測を行ってい
ます。保健師、栄養士による個別
相談もできます。お気軽にご利用
ください。
日時　８月７日（水）
　　　１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

面接相談
　臨床心理士・公認心理師による個別
相談を行っています。ご自身やご家族
の悩みなど、お気軽にご利用ください。
日時　８月２０日（火）
　　　１４時～１６時のうち１時間程度
相談員　臨床心理士・公認心理師
　　　　　玉田　和子 先生
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日　９時３０分～１２時
※行事等で開催しない日もあります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションのた
めの場所を提供しています。
　事前申し込みは不要です。詳細
は、開催場所にお問合せくださ
い。

子育て支援機関と連携し、
みなさんの子育てを応援します。

和木町保健相談センター内
　　 （☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター

すくすくすくすく

母子保健推進協議会主催　ママカフェ
　赤ちゃんを子育て中のママ同
士で交流しながら、楽しい時間
を一緒に過ごしませんか？すく
すく計測と同日開催です！
日時　８月７日（水）
　　　１０時３０分～１１時３０分
対象　赤ちゃん（１歳未満）とその保護者
申込み　８月２日（金）まで（定員１０名）
場所・問　保健相談センター（☎５２－７２９０）

地域とつながる  「和木町」 母子手帳アプリ

すくすく手帳 by  母子モ

利用料金

無料!

　令和６年８月１日より、母子手帳
アプリ「すくすく手帳」からアンケー
トの提出（母子手帳交付面談・妊娠

７・８か月面談）及び web 予約ができるように
なりました！
　また「すくすく手帳」は、妊婦健診・お子さ
まの乳幼児健診の結果・予防接種日などを、デー
タで記録・管理できる機能が満載のアプリです。
　町からの子育てに役立つ情報もお届けします
ので、是非アプリを登録いただき、ご活用くだ
さい。
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いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00
【夜間】17:00～18：30

13：30～15：30
13：30～15：30

８月１３日（火）※毎月第2火曜日
８月２７日（火）※毎月第4火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。

８月１３日（火）・２７日（火）※毎月第2・4火曜日
８月１３日（火）
８月２１日（水）※毎月第3水曜日
８月２８日（水）※毎月第4水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）

今日から始める

健康プログラム健康プログラム
「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを応援する
プログラムです。気軽に取り組める内容です。

内 容

●講演

●運動実習

筋肉維持 !　キレイな体は食次第 !

カラダにおいしい
食事のとり方
管理栄養士　東　祐子 先生

対 象 和木町在住の方 20名

会 場 和木町総合コミュニティセンター
１階 集会室

申 込 開催3日前までに、保健相談センター
 （☎52-7290）へご連絡ください。

★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・タオル・水分補給用のお茶等

和木町保健相談センター

夏

日 時 8月23日●
13時30分～15時
金

鶏むね肉のオイマヨ焼き鶏むね肉のオイマヨ焼き

●作り方
①下準備
鶏むね肉…一口大のそぎ切り。
　　　　　酒、しょうゆで下味をつける。
ⓐ…あわせておく。
②焼く
①の鶏むね肉に片栗粉をまぶす。テフロン加工のフライパン
に油をしき、加熱し、鶏むね肉を加える。両面をこんがり焼き、
ふたをし、火を通す。
③たれをからめる
フライパンにⓐを入れて、味をなじませる。

子どもから高齢者まで、食べやすく、たんぱく質が摂れる
一品です。　　　　　(和木町食生活改善推進協議会３班)

（材料４人分）
鶏むね肉……………300ｇ
酒…………………大さじ1
しょうゆ…………小さじ1
片栗粉……………大さじ3
油…………………大さじ1

　　オイスターソース…小さじ2
ⓐ　マヨネーズ………大さじ1
　　一味唐辛子 ………… 少々

夏バテ対策、
お伝えします !

献血バスがやってきます！！
日時　8月8日（木）１０時～１２時・１３時～１５時３０分
場所・問　保健相談センター（☎52-7290）　※400㎖献血のみです。

からだ応援
ページ

和木町健診・がん検診の結果を８月上旬にお送りします！
　８月９日（金）までに結果が届かない場合や、結果等につ
いてご相談がありましたら、保健相談センターまでお問合
わせください。

問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

　今回の健診・がん検診で、要精密検査という
結果が出た場合は、必ず精密検査を受けましょ
う。

が　ん　検　診

治　　療 次回の検診

要精密検査
異状あり

がん がん以外の
病変 異状なし

精　密　検　査
（保険診療：各自の健康保険証提示）

精密検査不要
異状なし

※必ず受けてください。
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　６月２０日１０時に、令和６年度第１回全国一斉の緊急地震速報訓練が
実施されました。本訓練は、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）により
配信された緊急地震速報を各自治体が受信し、自動起動した防災行政無
線により音声情報として各地区住民に伝達するという機能を確認するも
のです。　　
　当日は、防災行政無線、戸別受信機により町内一斉伝達され、役場庁
舎内の各執務現場、小・中学校、こども園の教育現場では、教職員、園児、
児童、生徒による一斉のシェイクアウト訓練が行われました。
　シェイクアウト訓練とは、地震動を予知又は知覚した場合に、地震動
や落下物等から身を守る行動として、「まず低く」「頭を守り」「動かない」
という動作を反射的に行えるように訓練するものです。
　小・中学校・こども園では、子どもたちのかけがえのない命を守るため、
本訓練に積極的に参加していただきました。地域住民の皆さまにも本動
作をご認識いただき、いざという時には「自分の身は、自分で守る」と
いう行動につなげていただければ幸いです。

全国一斉緊急地震速報訓練に連携したシェイクアウト訓練

和木中学校

教育委員会事務局 企画総務課
シェイクアウトの基本

シェイクアウト訓練の状況

「３つのあ」プロジェクト推進事業

あしゆび体操（足指体操）足指をしっかり広げて、身体の土台を整えましょう
あいうべ体操（口腔体操）口呼吸を鼻呼吸に変えて、免疫力アップ
あるこう運動（散歩の推奨）体力・筋力をつけましょう

「やまぐち健幸アプリ」は、山口県公式ウォーキングアプリです。
「健康に興味がある」「歩くきっかけがほしい」「散歩に最適なコースが知りたい」方におすすめです。
歩数や歩いた距離などを測定、いろいろなランキング表示で競い合いながら続けられます。また、
歩く距離に応じてポイントがたまり、毎日のウォーキングがさらに楽しくなります！

やまぐち健幸アプリのランキング機能を活用して、１０月に計測された市町ごとの
平均歩数を競争したイベントです。
昨年は、和木町は惜しくも２位でした。今年こそは！みんなで「あるこう運動」を
意識して、１位を目指しましょう！

やまぐち健幸アプリ配信中やまぐち健幸アプリ配信中

やまぐち健幸チャレンジ月間（１０月）

やまぐち健幸アプリ●詳しくはこちらをご確認ください。
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＜低所得者支援給付金（１０万円）＞

給付金の支給額

1 世帯当たり  １０万円
当該世帯内に１８歳以下のこどもがいる場合　加算金 ５万円

支給対象と申請方法（申請期限　令和６年１０月３１日（木）まで）

対象者には７月下旬から順次
確認書を送付しています。

令和６年度新たに住民税非課税・均等割のみ課税世帯に対する給付
及び当該世帯に１８歳以下のこどもがいる場合、1人あたり加算金 5万円

⦿令和６年６月３日時点で和木町の住民基本台帳に記録されている世帯で、令和６年度「非
　課税世帯」及び「住民税均等割のみ課税世帯」
　→対象者には７月下旬から順次、確認書を送付していますので、提出してください。

⦿令和６年 1 月 1 日時点の住所が、和木町でない方・未申告の方等は、申請が必要です。令和
６年１月１日でお住まいの市区町村が発行する課税証明書等の添付が必要な場合があります。
　 →保健福祉課窓口で申請してください。

注意事項

⦿令和５年度に非課税世帯向けの７万円給付金の受給対象となった世帯・均等割のみ課税世
帯向け１０万円給付金の受給対象となった世帯は対象外となります。

　※申請忘れ、辞退者等を含む

⦿世帯全員が、住民税が課税されている他の親族等（子・親等）の扶養を受けている世帯（一
人暮らしの学生等は注意）についても対象外となります。

支給方法

→町へ書類を提出し受付後、おおむね３週間後に指定の口座に振り込みます。

※申請期限の令和６年１０月３１日（木）までに申請のない方は支給ができなく
なりますので、必ず期限までに提出してください。

お問い合わせ 保健福祉課（☎５２－２１９５）

受給には手続きが必要です
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＜定額減税補足給付金（調整給付）＞

対象者には７月下旬から順次、確認書または「支給のお知らせ」を送付しています。

　定額減税可能額が「令和６年分推計所得税額」または「令和６年度分個人住
民税所得割額」を上回る方 (減税しきれない )と見込まれる方に対する給付金

給付金の支給額＝①＋②　（１万円単位で切上）
①所得税分控除不足額
　＝定額減税可能額（３万円×（本人＋扶養親族数））－令和６年分推計所得税額
②個人住民税分控除不足額
　＝定額減税可能額（１万円×（本人＋扶養親族数））－令和６年度分個人住民税額

支給対象
⦿令和６年１月１日時点で和木町の住民基本台帳に記録されており、令和６年度住民税所得
割課税者で定額減税可能額が「令和６年分推計所得税額（令和５年分の所得・控除等の状
況に基づき給付額を算定）」または「令和６年度分個人住民税所得割額」を上回る（減税
しきれない）と見込まれる方。

※令和６年分推計所得税額は、早期に給付するため令和５年分の所得・控除等の状況に基づき給付額を算定し、
令和６年分の所得税額が確定した後、令和６年分所得税額・令和６年度分個人住民税額に基づき　再計算し、
給付額に不足があることが判明した場合は、追加で令和７年度に給付します。

申請方法
１　「支給のお知らせ」が届いた方
　　原則、手続きは不要です。（マイナンバーの公金受取口座を登録されている方及び過去
に実施した給付金の口座登録がある方にお送りしています。）振込口座の変更や給付金を
受取られない方等につきましては、振込日の１４日前までに所定の届出書の提出が必要で
す。
２　確認書が届いた方
　　手続きが必要です。「支給のお知らせ」の対象者以外には、確認書を送付します。支給
を希望される方は確認書に必要事項を記載の上、同封の返信用封筒にて申請期限までに返
送してください。
　※申請期限　令和６年１０月３１日（木）必着　

注意点
⦿令和６年１月１日時点で在住の自治体が支給自治体となるため、令和６年１月１日時点で
和木町に住民票がない方は、本給付金の対象外です。（令和６年１月１日時点に居住して
いた自治体にお問い合わせください。）
⦿令和６年度住民税非課税世帯・住民税均等割のみ課税世帯は対象外です。

支給方法
「支給のお知らせ」の場合→「支給のお知らせ」に記載の口座に振り込みます。
確認書の場合→町へ書類を提出し受付後、おおむね３週間後に指定の口座に振り込みます。

お問い合わせ 保健福祉課（☎５２－２１９５）

9



•

•

・国税庁・税務署等をかたった定額減税に関する不審な電話やメールにより、銀行の口
座情報を聞き出そうとする事例や、還付手続のためとウソを言ってATMを操作させ
るなどして振込みを行わせる事案の発生が確認されています。
・今回の給付金や定額減税について、内閣官房や内閣府、総務省、国税庁、国税局及び
税務署、都道府県及び市区町村では、電話、ショートメッセージやメールなどで銀行
の口座情報を聞き出そうとしたり、ATMの操作をお願いすることは一切行っていま
せん。
・銀行の口座情報などの入力が求められた際などは、情報を詐取されるなどのおそれが
ございますので、その発信元が信頼できるものであるか、十分にご注意ください。
・お心当たりのない電話があった場合、絶対に銀行口座情報等を伝えたりしないでくだ
さい。
・お心当たりのないショートメッセージやメールが送られてきた場合、メールに記載さ
れたURLにアクセスしたり、個人情報を入力したりせず、速やかに削除していただき
ますようお願いいたします。（e-Tax〔国税電子申告・納税システム〕から送信する
メールには、原則としてURLを記載しておりません）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
！

〜
健
康
診
査
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
〜

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
れ
ば
、
事
前
の

手
続
き
な
く
、
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る

限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
事
前
申
請
は
不
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

和
木
町
児
童
福
祉
年
金

和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
方
へ

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
医
療
機
関
に

入
院
す
る
場
合
、
交
付
す
る
認
定
証
は
次
の

と
お
り
で
す
。

70
歳
未
満
の
方

課
税
世
帯　
　

限
度
額
適
用
認
定
証

非
課
税
世
帯　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　
　
　

減
額
認
定
証

70
歳
以
上
の
方

課
税
世
帯　
　

限
度
額
適
用
認
定
証

※
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上
6
9
0
万

円
未
満
の
方
の
み
交
付
で
き
ま
す
。

非
課
税
世
帯　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　
　
　

減
額
認
定
証

・
認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険
適
用

分
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の

支
払
い
と
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
食
事
代

（
食
事
療
養
費
）
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
申
請
が
必
要
で
す
。
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ

る
前
に
保
健
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
の

方
へ
は
、
お
渡
し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
本
人
及
び
世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分

か
る
も
の

・
届
出
人
の
身
分
証
明
書

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
検
診
を
受

診
さ
れ
な
か
っ
た
方
に
、
健
康
診
査
受
診
券

を
お
送
り
し
ま
す
。

送
付
時
期　

7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬

実
施
医
療
機
関

国
民
健
康
保
険
…
和
木
町
及
び
岩
国
市
の
医

療
機
関

後
期
高
齢
者
医
療
…
山
口
県
内
の
医
療
機
関

※
詳
細
は
届
い
た
ご
案
内
文
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

実
施
日
時　

受
診
券
が
届
い
て
か
ら
令
和
７

年
3
月
31
日
ま
で

申
込
方
法　

受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

持
参
物

①
健
康
診
査
受
診
券

②
健
康
診
査
質
問
票

③
被
保
険
者
証

④
自
己
負
担
額

自
己
負
担
額

国
民
健
康
保
険
…
無
料

後
期
高
齢
者
医
療
…
5
0
0
円

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
め
る

と
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
割
引

が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。
口
座
振
替

に
よ
る
前
納
は
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
よ
る
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
多
く

な
り
ま
す
。
2
年
前
納
に
よ
り
最
大
1
6
，

5
9
0
円
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
口
座
振
替

で
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
60
円
割
引

さ
れ
る
「
早
割
」
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
事
務

所
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金
番
号
や
口
座
振
替

を
行
う
口
座
等
）
を
記
入
、
金
融
機
関
届
出

印
を
押
印
の
う
え
、
年
金
事
務
所
や
口
座
振

替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

※
自
動
音
声

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る

保
護
者
に
対
し
、
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者　

20
歳
未
満
の
在
宅
で
生
活
す
る
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
〜
3
級
）
及

び
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
保
護
者

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
各
種
手
帳

（
身
体
・
療
育
）、
振
込
先
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の

支
給
額　

年
額
7
万
円
ま
た
は
8
万
円
（
障

害
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

　

両
親
が
い
な
い
場
合
は
右
記
年
額
の
3

倍
、
両
親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
一
方
が
い
な

い
場
合
は
2
倍
の
額
と
な
り
ま
す
。

支
給
月　

原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に
分

け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保
健

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

在
宅
の
障
が
い
者
に
対
し
、
扶
助
料
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者　

和
木
町
に
引
き
続
き
3
年
以
上
居

住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
及
び
2
級
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
及
び
2

　

級
の
方

○
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
規
定
す
る

　

精
神
障
害
を
有
す
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
各
種
手
帳

（
身
体
・
療
育
・
精
神
）、
振
込
先
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の

支
給
額　

年
額
16
万
円
（
公
的
年
金
受
給
者

は
半
額
の
8
万
円
。）

支
給
月　

原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に
分

け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保
健

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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町
民
相
談

こ
ど
も
の
人
権
相
談

司
法
書
士
に
よ
る｢

成
年
後
見
無
料
相
談
会
」

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

無
料
法
律
相
談

行
政
相
談

ち
ょ
こ
っ
と
よ
り
み
ち
『
ち
ょ
こ
の
会
』

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

相
談
形
態 

家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司

法
書
士
で
あ
る
相
談
員
が
、
訪
問
し
、
相
談

を
受
け
ま
す
。（
日
時
調
整
）

予
約
期
間 

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
8
月
19

日
㈪
〜
9
月
30
日
㈪
ま
で
の
、9
時
〜
12
時
、

13
時
〜
17
時

予
約
方
法 

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
概
要
・
希
望
す
る
場
所
等
を
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
受
付

問
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口　

相
談
予
約
係

（
☎
０
８
３
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

　
は
っ
ち
ー
ず
は
、
学
校
や
家
庭
の
中
で
疑
問

や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を
か
た
む
け
ま

す
。
丁
寧
に
お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
文
化
会
館
で
メ
ン
バ
ー
の
方
と
お

話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時 

8
月
8
日
㈭

時
間 

9
時
30
分
〜
11
時

場
所 

文
化
会
館
1
階
集
会
室

問 

教
育
委
員
会
事
務
局（
☎
53
ー
3
1
2
3
）

日
時 

8
月
17
日
㈯

受
付 

11
時
30
分
〜
12
時

場
所 

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費 

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　

 

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法 

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
14
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

　
山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
人
権
を
守
る

た
め
の
学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内

で
の
児
童
虐
待
な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
「
こ
ど

も
の
人
権
1
1
0
番
」
及
び
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん

け
ん
相
談
」
で
の
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
談
活
動
の
強
化
を
目
的
と
し

て
、
次
の
と
お
り
、「
全
国
一
斉
『
こ
ど
も
の

人
権
相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
時
期 

8
月
21
日
㈬
〜
8
月
27
日
㈫
ま

で
の
間

受
付
時
間

・
強
化
週
間
中
の
平
日
は
、
8
時
30
分
〜
19

時
ま
で

・
強
化
週
間
中
の
土
曜
日
及
び
日
曜
日
は
、

10
時
か
ら
17
時
ま
で

相
談
方
法

・
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
無
料
）

　

0
1
2
0
ー
０
０
７
ー
１
１
０

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談

　
（
＠snsjinkensoudan

）
を
友
だ
ち
追
加

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

相
談
対
象　

・
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

・
将
来
の
判
断
能
力
に
不
安
を
お
持
ち
の
方
な
ど

相
談
期
間 

9
月
2
日
㈪
〜
30
日
㈪

※
原
則
平
日
・
電
話
に
て
要
予
約

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時 

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

日
時 

8
月
16
日
㈮　

10
時
〜
12
時 

場
所 

町
民
相
談
室
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

弁
護
士 

林
弁
護
士

お
願
い 

相
談
、質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
相
談
は
年
2
回
開
催
し
ま
す
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

問 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

主
催 

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　

 

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　

 

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　

 

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時 

8
月
16
日
㈮　

9
時
〜
12
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

8
月
23
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問 

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時 

8
月
6
日
、
20
日
、
27
日

　
　

 

9
時
〜
17
時

　
　

 

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

13
日
は
お
休
み
で
す
。

場
所 

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員 

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問 

役
場
議
会
棟
相
談
室（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時 

8
月
22
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所 

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問 

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　

 

岩
国
市
役
所
前
事
務
所（

☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
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和
木
町
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
研
修
の
受
講
募
集

体
育
セ
ン
タ
ー
の
休
館
に
つ
い
て

職
業
訓
練
生
の
募
集

「
一
般
事
務
科
」

海
・
空
　
自
衛
隊
　
航
空
学
生
募
集

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
等
養
成
コ
ー
ス
）

防
火
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
前
登
録
者
募
集

費
用 

防
災
士
教
本
、
防
災
士
受
験
料
、
防

災
士
認
証
登
録
料
、交
通
費
（
実
費
相
当
分
）

は
和
木
町
で
助
成
し
ま
す
。

申
込
締
切
日 

8
月
23
日
㈮

申
・
問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

〜
災
害
時
に
円
滑
か
つ
効
果
的
に
救
援
活
動

を
行
う
た
め
に
〜　
　

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
迅
速
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
事
前
登
録
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

目
的  
町
内
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
際
な
ど
に
、
設
置
時
に
お
け
る
運
営
補

助
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
役
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
事
前
登
録
し
、
災
害
時

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

登
録 

個
人
登
録
と
団
体
登
録
が
あ
り
、
要

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
町
内
に
在
住
、
勤
務
又
は
拠
点
を
有
し
て

い
る
個
人
及
び
団
体

○
登
録
し
よ
う
と
す
る
日
に
お
い
て
18
歳
以

上
で
あ
る
人

内
容 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
補
助
や
救
援
活
動
、
復
興
支
援
の
た
め
の

活
動                                           

申
込
先 

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

※
申
込
用
紙
は
個
人
、
団
体
登
録
と
も
に
和

木
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間 

7
月
1
日
㈪
〜
8
月
31
日
㈯

　

W
ord

・Excel

の
活
用
方
法
、
簿
記
の
基

礎
知
識
を
習
得
し
、
事
務
全
般
に
求
め
ら
れ

る
文
書
処
理
、
デ
ー
タ
処
理
、
会
計
の
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
要
件
を
満
た
せ
ば
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
ま
す
。（
受
入
児
童
数
は
4
名
で
す
。）

訓
練
費
用

受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
や
検
定
受
験
料
は
別
途
必
要
で
す
。（
教

科
書
代
8
，
8
0
0
円
）

訓
練
期
間

9
月
18
日
㈬
〜
12
月
17
日
㈫
【
3
か
月
】

募
集
期
間 

8
月
23
日
㈮
ま
で

募
集
定
員 

20
名

訓
練
場
所 

岩
国
市
民
文
化
会
館

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国　

職
業
訓
練
担
当

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

応
募
資
格 

高
卒
ま
た
は
高
専
3
年
修
了（
い

ず
れ
も
見
込
み
含
）
か
つ
、
今
年
度
末
の
年

齢
が
18
歳
以
上
24
歳
未
満
（
航
空
）
18
歳
以

上
23
歳
未
満
（
海
上
）

受
付
期
間 
9
月
5
日
㈭
ま
で

試
験
期
日

一
次
試
験　

令
和
6
年
9
月
16
日
㈪
・
㈷

二
次
試
験　

令
和
6
年
10
月

三
次
試
験　

令
和
6
年
11
月
〜
12
月

合
格
発
表 

令
和
7
年
1
月
20
日
㈪

学
歴
・
資
格
等 

資
格
不
要
、
経
歴
不
問
（
既

卒
・
中
途
退
職
者
等
歓
迎
）

問 

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

応
募
資
格 

県
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上（
令

和
6
年
4
月
1
日
現
在
と
す
る
。）
の
方

課
題

○
住
宅
防
火
（
特
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の

○
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の

○
防
炎
エ
プ
ロ
ン
（
※
）
の
普
及
に
関
す
る

も
の

※
炎
に
ふ
れ
て
も
火
が
つ
き
に
く
く
、
燃
え

広
が
ら
な
い
素
材
を
使
用
し
た
エ
プ
ロ
ン

○
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の
。
た
だ

し
、
山
火
事
予
防
に
関
す
る
も
の
は
除
く

応
募
方
法

○
様
式
（
消
防
本
部
予
防
課
又
は
消
防
出
張
所

等
で
受
取
可
）
又
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
こ
と

〇
応
募
は
、
1
人
1
点
と
す
る

○
ハ
ガ
キ
で
応
募
す
る
場
合
は
、作
品（
語
）、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
す

る
こ
と

応
募
期
限 

10
月
7
日
㈪

提
出
先

⑴
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
又

は
最
寄
り
の
消
防
出
張
所
等
に
提
出

⑵
郵
送
の
場
合
（
送
付
先
）

　

〒
7
4
0
ー
0
0
3
7　

岩
国
市
愛
宕
町

一
丁
目
４
ー
１　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
宛
て

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

電
気
設
備
点
検
に
よ
る
停
電
の
た
め
、
次

の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。

日
時 

8
月
7
日
㈬　

10
時
〜
11
時

対
象 

ア
リ
ー
ナ
、
会
議
室

　
　

 

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
使
用
可
能

問 

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

　

本
研
修
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
促
進

に
貢
献
す
る
意
思
の
あ
る
方
を
町
が
推
薦

し
、
県
が
行
う
防
災
士
養
成
講
座
認
定
研
修

に
参
加
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

本
研
修
に
よ
り
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
は
、
和
木
町
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

研
修
の
修
了
者
に
は
防
災
士
資
格
取
得
試

験
（
研
修
の
最
終
日
）
の
受
験
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
防
災
士
資
格
取
得
の
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
3
日
間
の
研
修
を
履
修
し
、
所
定
の
レ

ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
。

・
研
修
3
日
目
の
最
後
に
行
わ
れ
る
防
災
士

資
格
取
得
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
。

・
救
急
救
命
講
習
の
修
了
証
、
受
講
証
等
を

取
得
（
防
災
士
認
定
登
録
申
請
時
か
ら
5

年
以
内
に
発
行
し
た
も
の
）
す
る
こ
と
。

※
修
了
証
の
未
取
得
の
方
は
、
町
担
当
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程 

1
日
目　

10
月
5
日
㈯

　
　

 

2
日
目　

10
月
6
日
㈰

 　
　

3
日
目　

10
月
19
日
㈯

※
3
日
と
も
全
て
参
加
が
必
要
で
す
。

場
所 

山
口
県
庁
3
階
職
員
ホ
ー
ル
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危
険
物
取
扱
者
試
験

防
火
管
理
講
習
会

や
ま
ぐ
ち
の
ナ
ゾ
さ
ん
ぽ
３

上
級
救
命
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時 

甲
種　

10
月
3
日
㈭
·
4
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時
ま
で

乙
種　

10
月
３
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場
所 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

受
講
料 

4
，0
0
0
円
テ
キ
ス
ト
代（
税
込
）

申
込
方
法 

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
消
防
本
部
予
防
課
、
中
央
消
防
署
、

西
分
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

日
時 

9
月
10
日
㈫

 　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

受
講
時
間 

8
時
間

受
講
料 

無
料

場
所 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階

講
堂

募
集
期
間 

8
月
14
日
㈬
〜
8
月
30
日
㈮

受
講
資
格 

岩
国
市
、
和
木
町
に
在
住
、ま
た

は
勤
務
し
て
い
る
方

定
員 

50
名
（
先
着
順
）

内
容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、

そ
の
他
の
け
が
や
病
気
に
関
す
る
講
義
、
実

技
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
災
害
の
発
生
に
よ
り
、

中
止
又
は
延
期
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問 

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
9
）

試
験
日 

11
月
16
日
㈯　

岩
国
市
、
他
6
市

　
　
　

 

11
月
17
日
㈰　

柳
井
市
、
他
5
市

願
書
受
付 

書
面
・
電
子　
申
請
8
月
30
日
㈮

〜
9
月
12
日
㈭

申
込
方
法 

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

書
類
等
を
貼
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
日 

10
月
17
日
㈭　

法
令
9
時
〜
16
時

　
　
　

 

10
月
18
日
㈮　

理
化
学
9
時
〜
16
時

講
習
会
場 

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

（
岩
国
市
愛
宕
町
一
丁
目
4
ー
1
）　

受
付
期
間 

８
月
30
日
㈮
〜
定
員
に
達
す
る

ま
で

申
・
問 

岩
国
地
区
防
災
協
会
ま
で

〔
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
内
〕

（
☎
93
ー
3
3
1
0
）

　

夏
休
み
に
お
す
す
め
の
ナ
ゾ
さ
ん
ぽ
が
今

年
も
開
催
中
で
す
。

　

ナ
ゾ
さ
ん
ぽ
は
、
隠
さ
れ
た
ナ
ゾ
パ
ネ
ル

を
探
し
、
問
題
を
解
き
な
が
ら
街
歩
き
を
す

る
謎
解
き
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
専
用
冊
子
は
割

引
特
典
付
き
で
、
親
子
限
定
ク
ー
ポ
ン
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
1
コ
ー
ス
制
覇
で
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
応
募
で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
に
親
子
や
友
達
同
士
で
、
参
加
す

る
だ
け
で
お
得
に
な
る
謎
解
き
ラ
リ
ー
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

冊
子
は
、
役
場
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間 

令
和
7
年
1
月
31
日
㈮
ま
で

問 

一
般
社
団
法
人
山
口
県
観
光
連
盟 「
や

ま
ぐ
ち
の
ナ
ゾ
さ
ん
ぽ
3
」
事
務
局

　

 （
タ
ウ
ン
情
報
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
内
）

（
☎
0
8
0
ー
2
9
4
9
ー
5
5
6
8
）

　

町
で
は
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の
向
上
や
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
・

設
置
前
に
必
要
書
類
を
企
画
総
務
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置

等
〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ
き

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、企
画
総
務
課
で
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

試
験
準
備
講
習

　（
乙
種
第
4
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）
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通
話
録
音
装
置
を

お
貸
し
し
ま
す

現地調査のお知らせ現地調査のお知らせ

不明水調査範囲

　不明水調査業務に伴い、マンホールの開閉作業およびカメラ調査を行います。
　調査は、身分証明書を身に着けた調査員が行います。
　調査員が伺いました際は、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
※住民の皆様に対して、改善を提案すること
や費用負担を要求することはございません。

調査期間　
　8月上旬 から 11 月上旬（予定）　
作業時間　
　9時～ 16 時までの間
交通規制　
　片側交互通行
調査業者　
　株式会社 大広エンジニアリング
　☎ ０８２－２９１－１３１３ 
発 注 者　
　都市建設課　☎ ５２－２１９８

貸
出
事
業
の
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

○
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

○
日
中
に
、
住
居
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
こ

と
が
常
態
で
あ
る
世
帯
の
方

利
用
の
申
請

　

装
置
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
方
は
、「
通

話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
を
企
画
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
の
決
定

　

通
話
録
音
装
置
利
用
承
認
（
不
承
認
）
通

知
書
に
よ
り
、
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

装
置
等
の
貸
出
し

○
装
置
（
本
体
）

○
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

○
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ケ
ー
ブ
ル

○
取
扱
説
明
書

貸
出
数 

1
世
帯
1
台

貸
出
期
間 

貸
出
し
の
日
か
ら
1
年

装
置
に
か
か
る
経
費

○
電
気
料

○
通
信
料

貸
出
台
数 

5
台

※「
通
話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
は
、
企

画
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

※
先
着
順
で
す
。
貸
出
台
数
を
超
え
る
場
合

は
、お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

問 

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

和木町土地開発公社　
　保有地を売却します

　一般競争入札により、和木町土地開発公社保有地を売却
します。
　公社が定めた「最低売却価格」以上で、最も高い価格で
入札した方を落札者として決定します。多数
の入札参加をお待ちしています。
　物件の詳細等につきましては和木町ホーム
ページをご覧ください。

【申込期間】　令和 6年 9月１０日（火）まで
　　　　　　※土・日、祝日を除く午前9時から
　　　　　　　午後 5時
【申 込 先】　和木町役場 3階
　　　　　　和木町土地開発公社事務局

（都市建設課内）
【提出書類】　・入札参加申込書兼誓約書
　　　　　　・住民票（法人の場合は商業登記
　　　　　　　簿謄本）
　　　　　　・前年度の市町村税等納税証明
　　　　　 　書又は滞納がないことを証明す
　　　　　　　る書類
【入札日時】　令和 6年 9月２０日（金）
　　　　　　13：30 から
【入札場所】　和木町役場 3階　大会議室
【問合せ先】　和木町土地開発公社事務局
　　　　　　（都市建設課内）（☎ 5 2 - 2 1 9 7）

【入札物件】

　　　※物件は現状有姿での引き渡しとなります。

番号
6 - 1

6 - 2

所　　在　　地
和木町瀬田四丁目141番47

和木町瀬田四丁目141番48

地目
宅地

宅地

面 積
287.83㎡

258.44㎡

最低売却価格
6,424,000円

6,000,000円
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総務省 デジタル活用支援推進事業
スマホ講習会

参加無料
令和６年度

スマホによる行政手続き方法などを学ぶ「応用講座」
講 座 内 容

詳しくは講習会のご予約時にご確認ください

先着順のため、定員になり次第締切りとさせていただきます。
参加の申し込みは、下記にご連絡ください。

スマホの基本的な使い方から、さまざまな行政手続き方法まで。
初心者でも安心してスマホの活用方法を学べる講習会です。
実際に体験しながら一緒に学びませんか？

マイナポータルを活用しよう
スマホでマイナンバーカードを申請しよう
スマホ用電子証明書をスマホに搭載しよう
マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう・公金受
取口座の登録をしよう
スマホで確定申告（e-Tax）をしよう

○

○

○

○

○

＜スマホを使ったマイナンバーカードの活用＞

オンライン診療を使ってみよう
全国版救急受診アプリ（Ｑ助）で病気やけがの緊急度を判
定しよう
FUN＋WALKアプリを使って楽しく歩こう

○

○

○

＜健康・医療＞

ハザードマップポータルサイトで様々な災害のリスクを確認
しよう
浸水ナビを使って水害シミュレーションを見てみよう
地理院地図を使って身近な土地の情報を知ろう

○

○

○

＜防災・地域＞

デジタルリテラシーを身につけて安心・安全にインターネッ
トを楽しもう
スマホで年金の情報を確認しよう（ねんきんネット）
SH“U”Nプロジェクトアプリで水産資源への理解を深めよう

○

○

○

＜その他スマホを使いこなすために＞

「指定の研修を受けた講師」が丁寧に説明します。
参加費は無料です。講座内容によっては、持参していた
だくものがあります。
講習会では、商品やサービスを販売
することはありません。
受講者に年齢制限はありません。
和木町在住の方ならどなたでも、
何回でも受講できます。
講座の最新情報や開催場所については、電話番号にお問
い合わせいただくか、または専用ポータルサイトでも確認
できます。

●

●

●

●

●

いろいろ学べる、スマホの使い方

＜日時＞  9月5日～11月７日

＜会場＞  総合コミュニティセンター  3階会議室1
＜定員＞  各講座８名

毎週木曜日開催（10月31日は除く）

８月１日（木）受付開始
お申込み・問い合わせ

スマホ講習会 受付窓口　企画総務課　☎５２ー２１３６ 受付時間　平日８時３０分～１７時１５分

日時 時間

13：00～
14：00

14：15～
15：15

15：30～
16：30

地理院地図を使って身近な土地の
情報を知ろう

ハザードマップポータルサイトで様々
な災害のリスクを確認しよう

浸水ナビを使って
　水害シミュレーションを見てみよう

オンライン診療を使ってみよう
□健康保険証（任意）

□クレジットカード（任意）

□個人番号カード交付申請書

□マイナンバーカード
□利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）
□銀行口座番号（通帳）（任意）

□マイナンバーカード
□券面事項入力補助用のパスワード（数字4桁）
□利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）

□マイナンバーカード

□利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）

□マイナンバーカード

□利用者証明用電子証明書のパスワード（数字4桁）

□マイナンバーカード
□署名用電子証明書のパスワード（6～16文字）
※対応端末をお持ちでなくても受講可能です

マイナポータルを活用しよう

全国版救急受診アプリ（Q助）で
　病気やけがの救急度を判定しよう

スマートフォン用電子証明書を
　　スマートフォンに搭載しよう

スマートフォンでマイナンバーカードを
申請しよう

スマートフォンで確定申告（e Tax）
をしよう

マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう
　公金受取口座の登録をしよう

スマートフォンで年金の情報を確認しよう
　（ねんきんネット）

FUN  WALK アプリを使って楽しく
歩こう

13：00～
14：00

14：15～
15：15

15：30～
16：30

13：00～
14：00

14：15～
15：15

15：30～
16：30

13：00～
14：00

14：15～
15：15

15：30～
16：30

講　座　内　容 スマートフォン以外の持参物

9/5
㈭

9/12
㈭

9/19
㈭

9/26
㈭

◆ 9 月開催スケジュール
　各講座内でスマホ操作を行いながら受講する場合には、
下記持ち物が必要です。
　持ち物のご用意がなくとも受講は可能です。
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熱中症　　　 警戒アラートの運用が開始されました

・広域的に過去に例のない危険な暑さ等により、熱中症救急搬送者の大量発生を招き、医療の
提供に支障を生じるような恐れがある場合に発表されます。
・具体的には、都道府県内のすべての暑さ指数情報提供地点において暑さ指数３５以上となる
時などが該当します。
※暑さ指数３１以上は、日本生気象学会の指針によると「危険」とされており、
　日本スポーツ協会によると、運動は原則中止とされています。

■ 熱中症を予防するために
・涼しい環境で過ごし、水分補給・塩分補給をしてください。
・高齢者、乳幼児等の熱中症にかかりやすい方の周りの方は、熱中症にかかりやすい方が室内等のエアコン
等により涼しい環境で過ごせているか確認してください。
・校長や経営者、イベント主催者等の管理者は、全ての人が熱中症対策を徹底できているか確認し、徹底で
きていない場合は、運動、外出、イベント等の中止、延期、変更（リモートワークへの変更を含む。）等
を判断してください。

■ 環境省による熱中症警戒アラート配信サービス
　情報は、テレビなどで報道されますが、ＬＩＮＥやメールなどの配信サービスを
登録することで、早めに情報を得ることができます。登録方法の詳細につきましては、
下記二次元コードをお読み取りいただき、リンク先でご確認をお願いします。

ＰＣ、
スマートフォン用
二次元コード
（メール配信）

ガラケー用
二次元コード
（メール配信）

環境省ＬＩＮＥ
アカウント
二次元コード
（ＬＩＮＥ配信）

小瀬川大和橋下流20時～20時20分

2024 大竹・和木 川まつり 花火大会2024 大竹・和木 川まつり 花火大会2024 大竹・和木 川まつり 花火大会2024 大竹・和木 川まつり 花火大会

※荒天、河川増水などの場合は翌日３１日（土）に順延します。
両日とも開催できない場合は中止します。

交通規制
当日は交通規制図のとおり川沿いの道路が１９時～２１
時３０分まで車両通行止めとなります。
観覧禁止区域
　打上げ地点に近い両岸の道路一部
立入禁止区域
　大和橋～ＪＲ鉄橋間の河川内および河川内敷地
駐車場（和木側）
　中学校グラウンド（１８時３０分～２２時３０分）
　
　
問　大竹商工会議所（☎５２－３１０５）

※近隣住民様用の駐車場です。停められる台数が少ないため
　原則公共交通機関（JR 等）をご利用ください。

８
（金）３０８ （金）３０

特別

支部
　（消防車庫）和木

小学校
和木
小学校

所
生花店

仮設
トイレ
仮設
トイレ

本部本部

JA山口東JA山口東

★
打上地点打上地点

和木中学校

和木駅

〒

（和木町）
車両通行止区間（19時～21時30分）
車両通行止標識

P
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入場
無料

18



募集対象　ポスター：小４～中３　標語：小中学生及び一般
募集期間　令和６年８月３０日（金）まで
提 出 先　小中学生：各学校、一般：和木町教育委員会（和木町文化会館内）
応募方法　（１）ポスターの部（応募作品数　１人１作品）

・規格　画用紙四つ切り　
【作品はタテ画とし、あいさつ運動を進める趣旨の言葉を
添える】

・注意事項：画用紙裏に学年、氏名を明記してください。また、
別添の名票に必要事項を記入し、下部に裏から貼り付け、正
面から見えるようにしてください。

　　　　　（２）標語の部（応募作品数　１人１作品）
・規格　本紙添付の専用作品申込用紙
【未発表の作品に限ります】
・注意事項　住所、学年、氏名を明記してください。

作品審査　９月下旬～１０月上旬の「社会教育委員会議」において入選作品
を決定します。

入選作品の発表及び表彰
「広報わき」で紹介するとともに、１１月中旬頃に文化会館ホワ
イエに展示します。また、ポスターの最優秀作品は、町内に掲示
します。
　＜最優秀賞＞各部門１点　　＜優秀賞＞各部門１点
　＜入選＞各部門２点（応募数によっては１点）

そ の 他　ポスターの応募作品は、審査後に返却します。

令和６年度 和木学園あいさつ運動

ポスター・標語 作品募集

令和５年度の最優秀作品
（ポスター・標語）

あ
い
さ
つ
で  

ち
い
き
の
き
ず
な
　

深
め
よ
う

大きな力となる、みなさん
の素敵な作品を募集します。

あいさつ日本一の和木町
を目指して

和木小学校４年（当時）
山本　千咲さんの作品

和
木
小
学
校
４
年（
当
時
）

　
大
野
　
美
怜
さ
ん
の
作
品

い
き
い
き
と  

広
が
る
あ
い
さ
つ
　

和
木
の
町

和
木
中
学
校
１
年（
当
時
）

　
牧
島
　
愛
桜
さ
ん
の
作
品

和木中学校２年（当時）
浅井さくらさんの作品

主　催：和木町教育委員会

HP　https://www.waki-concert.com/

参加者募集
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企画総務課・企画係　（☎５２－２１３６）

公共交通利用経費を補助します！

団体間交流、イベント出展、地域資源の視察等
（広島広域都市圏交流活動促進事業）

対象団体

対象団体

申請の流れ

問合せ先・申請先

自治会、ＰＴＡ、子ども会、障害者関係団体、老人クラブ、商工会など
※団体の規約等を設けていること、構成員の過半数が地域の住民や事業者であることなど、各種条件
があります。

※活動を実施する月の前月１日から活動実施日の概ね２週間前までに書類の提出が
必要となりますので、お早めにご相談ください。事前協議なく活動実施した場合
は対象外となります。

広島市、呉市、竹原市、三原市、三次市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世良町、岩国市、
柳井市、周防大島町、和木町、上関町、田布施町、平生町、浜田市、飯南町

（１）事前協議
（２）活動実施
（３）交付申請・請求

公共交通型
貸切バス型

３名以上
１０名以上

ＪＲ在来線、アストラムライン、路面電車などの実費
貸切バスの利用料金（バス借上料のみ）

必要参加人数 対　象　経　費

※広島広域都市圏内（３０市町）での活動が対象です
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「with 和木町通信」和木町PR大使 村井優の「with 和木町通信」「with 和木町通信」

和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」和木町地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

　今回は、福祉まつりで地域おこし協力隊としてブース出展させていた
だいた時の様子をお届けします。ブースの内容は、明治から平成初期の
和木町内の写真を映像として流し、来場者に２つの選択肢から回答を選
んでいただくというものです。幅広い年齢層のみなさんに楽しんでいただ
けたようで、会場は大いに盛り上がりました。ぜひお楽しみください！
　放送予定日は８/５（月）～８/１８（日）です。

　みなさんこんにちは。３代目地域おこし協力隊の上野優樹です。
　このたび、お休みを利用して山陰地方へドライブ旅行に行きました。最も
印象に残っているのは、島根県大田市の「仁摩サンドミュージアム」です。
ここには一年をかけて砂が落ちる、世界一大きな一年砂時計があって、その
迫力に圧倒されました。この砂がすべて落ちるときまでに、和木町地域おこ
し協力隊として新しい活動にチャレンジしていきたいです。

今月の番組

地域の方々に蜂ヶ峯総合公園を活用いただき地域の
生活を豊かにしていきます。
これからもイベントを通じて地域の活力を
創っていきます。

　地域おこし協力隊の先輩である村井優さんのご紹介で、ＦＭはつかい
ちのラジオ番組「村井優のＦＯＯＴ×ＬＯＣＡＬ」に出演しました。
この番組は地域でまちづくりをされている方を紹介する番組で、「どう
して和木町の地域おこし協力隊を選んだのか」「これからチャレンジし
ていきたいこと」などをお話させていただきました。私は音楽が好き
なので、気に入った曲が流れる中で自分の思いを語るということを経
験できて良かったなと思います。

ラジオ番組に出演しました

　さて梅雨の時期から暑い夏がやってきました。
　蜂ヶ峯総合公園では、なかなか外で遊ぶこと
が難しい日々が多いですが、繁忙期の秋に向け
た準備を進めています。特に１０月は多くのイ
ベントが開催される予定ですのでぜひ遊びに来
てください！
※詳しくは和木町地域振興協会のホームページ
をご覧ください。

　私が和木に来てから取り組んできたことは、とにかく多く

の方々と蜂ヶ峯総合公園との接点を作ることで、まずは公園

を知ってもらうということでした。

　コロナ禍となり難しい中ではありましたが３カ月に一度の

ペースで平均集客３，０００人規模のイベントを継続して開催し

てきました。

　この４年間で多くの方々の来場に加えて、tys テレビ山口さん

や RCC 中国放送さんを始めとした各種メディアに取り上げて

いただき「和木町といえば蜂ヶ峯総合公園」という印象が少

しずつ地域に浸透してきたようにも思います。

　地域の方々に活用される蜂ヶ峯総合公園にしていくことで

これからの和木町の発展に繋がっていくと考えています。・蜂ヶ峯総合公園の魅力を町内外多く
の方々に知っていただく。
・和木町民に地元に愛着と誇りを感じ
ていただく。
＊基本的にはこの2つの軸を目的として
イベントを企画しています。

普段は和木町の魅力をメディアで発信したり、地域振興協会の運営をしたり、
蜂ヶ峯総合公園でイベントを考えたりしています。

■イベントへの想い
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ス
ポ
ー
ツ

和木町体育センター　☎0827-52-2811

申込締切：令和６年９月１４日（土）

【期間】  令和６年10月1日（火）～11月30日（土）
【対象】  40歳以上
　　　  ※医師より運動制限を受けていない方
【種目】  ①10月の部
　　　 ②11月の部
　　　 ③10月～11月　2ヵ月間の部
　　　　　※入賞者の方は体育センターから直接ご連絡
　　　　　　させていただきます。
【準備するもの】
　　歩数計（貸与　先着30名まで）または
　　スマートフォン

主催　和木町総合型地域スポーツクラブ
共催　和木町保健福祉課・都市建設課

４０歳以上の方を対象にウォーキング歩数を競う
コンテストを開催します！！

スマートフォンを使用され
る場合はこちらのアプリ（や
まぐち健幸アプリ）のダウン
ロードをお願いします。
アプリの不明な点は体育セ
ンターまで。

申込み・お問合せ

【歩数の登録・記録について】※和木町体育センターにて行います。
〇登録　各種目開始日以降に使用する歩数計と現在の歩数
〇記録　各種目最終日　17時までに歩数計、スマートフォンを持参（期日を
過ぎると無効になります）
　※歩数計、スマートフォンの適正利用にご協力をお願いします。

わきあいあいウォークわきあいあいウォーク

上位入賞者には賞品あり！重複応募は出来ません。

ウォーキング
講 座

あしゆび体操でおなじみの理学療
法士の中元幸美先生が、お一人
ずつ優しく丁寧に指導します。

開催日
場　所
成　績

７月７日
下松スポーツ公園グラウンド
第３位

■ 第３５回 久保杯ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

６月１６日
下松スポーツ公園グラウンド
第３位

■ 第４６回 山口県小学生
　 ソフトボール選手権大会

■ 第５回 サン・リフォーム旗
 　争奪少年ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

６月１５日
岩国市横山河川敷運動広場
第３位

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

体
育
協
会

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

令
和
6
年
度 

和
木
町
近
郊
春
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

日
　
付　

6
月
2
日

場
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

成
　
績　

○
男
子
A
級

　

優　

勝　

金
子
・
白
上　

ペ
ア

　

準
優
勝　

今
津
・
傳
平　

ペ
ア

○
男
子
B
級

　

優　

勝　

岡
崎
・
森
冨　

ペ
ア

　

準
優
勝　

田
中
・
川
崎　

ペ
ア

○
男
子
C
級

　

優　

勝　

濱
野
・
二
木　

ペ
ア

　

準
優
勝　

原
田
・
畠
中　

ペ
ア

〇
男
子
D
級

　

優　

勝　

川
崎
・
前
田　

ペ
ア

　

準
優
勝　

大
本
・
市
井　

ペ
ア

○
女
子
A
級

　

優　

勝　

石
丸
・
森
川　

ペ
ア

　

準
優
勝　

西
岡
・
横
田　

ペ
ア

○
女
子
B
級

　

優　

勝　

胤
森
・
國
井　

ペ
ア

　

準
優
勝　

藤
島
・
田
中　

ペ
ア

○
女
子
C
級

　

優　

勝　

池
田
・
重
政　

ペ
ア

　

準
優
勝　

畠
中
・
休
萬　

ペ
ア

○
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
　
付　

6
月
15
日 

場
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー　

庭
球
場 

成
　
績　

○
一
般
男
子
の
部

　

優　

勝　

沖
中
・
姫
野　

ペ
ア

   

準
優
勝　

南　

・
藤
井　

ペ
ア

○
男
女
混
合
の
部

　

優　

勝　

池
田
・
安
部（
孝
）　

ペ
ア

　

準
優
勝　

西
口
・
安
部（
亜
）　

ペ
ア

※７月に行われる西日本大会出場権を
　獲得しました。
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住民サービス課（☎５２－２１９４）

環
境
美
化
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
募
集

ごみステーション周辺の環境美化は
利用者の協力が必要です。

ごみを出した後は、
きちんとネットをしめましょう！

　

猫
の
飼
育
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
！ 

◎
室
内
で
飼
育
す
る

　

猫
を
外
飼
い
す
る
と
、
感
染
症
や
交

通
事
故
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
外
で
置
き
エ
サ
を
し
た
り
食
べ

物
を
放
置
し
た
り
す
る
と
、
他
の
動
物

が
集
ま
り
周
辺
の
生
活
環
境
が
悪
化
し

ま
す
。

◎
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
育
す
る

　

飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
た
な

飼
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
す
る

　

不
妊
去
勢
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
外

飼
い
の
飼
い
猫
が
野
良
猫
を
増
や
す
原

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
首
輪
や
迷
子
札
な
ど
飼
い
猫
で
あ
る
こ

と
を
明
示
す
る

　

野
良
猫
と
区
別
で
き
る
よ
う
飼
い
猫

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
ま
し
ょ
う
。

◎
適
切
に
飼
育
で
き
る
頭
数
に
す
る

問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

　ごみステーション周辺でごみが散乱しているこ
とがあります。この原因の一つとして、ネットが
きちんと閉まっていないことが挙げられます。ネッ
トに隙間があるとそこから動物が入り、食べ物を
探してごみが散乱します。
　ネットをきちんと閉めることを徹底したところ、
ごみステーションを荒らされる回数が減少した地
域がありますので、ごみを出した後は、ネットが
閉まってることを確認しましょう。

　
和
木
町
快
適
環
境
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議

で
は
、
環
境
美
化
推
進
へ
の
啓
発
を
図
る
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

動
物
の
適
正
飼
養

（
例
：
動
物
を
飼
う
と
き
は
最
後
ま
で
責
任
を

持
っ
て
、
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
、
犬
の

散
歩
中
の
フ
ン
を
放
置
し
な
い
、
野
良
猫
に

え
さ
を
あ
げ
な
い
な
ど
）　

①
ポ
ス
タ
ー

　
小
・
中
学
生
を
対
象
（
4
切
り
サ
イ
ズ
）

②
標
語
　
小
学
生
以
上
の
方
を
対
象

応
募
締
切
　
令
和
6
年
9
月
6
日
㈮
ま
で

応
募
資
格
　
町
内
に
在
住
し
て
い
る
方

応
募
上
の
注
意
点

　
応
募
点
数
に
限
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
発

表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
作
品
に
学
年
、
氏
名
（
児
童
、
生
徒
、
学

生
の
場
合
）、
ま
た
は
住
所
、
氏
名
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

各
賞
（
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
　
共
通
）

　
最
優
秀
賞
（
1
点
）
賞
状
及
び
記
念
品
贈

呈
（
図
書
カ
ー
ド
5
千
円
分
）

　
優
秀
賞（
1
点
）賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈（
図

書
カ
ー
ド
3
千
円
分
）

　
入
選
（
3
点
以
内
）
賞
状
及
び
記
念
品
贈

呈
（
図
書
カ
ー
ド
1
千
円
分
）

そ
の
他

　
最
優
秀
作
品
は
「
和
木
町
家
庭
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
際
、
氏
名
、
学
年
な
ど
を
表
示
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
和
木
町
快
適
環
境
ま
ち
づ
く
り
町

民
会
議
事
務
局
（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
内
）

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

野
良
猫
を

　

減
ら
し
て
い
く
た
め
に

♥ 

猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

ポ
イ
ン
ト
②

ごみステーションのネットは
きちんと閉めましょう！

里山研究会栗園体験事業の募集
　蜂ヶ峯公園隣接栗園の下刈りから収穫までの
体験参加者を募集します。
　収穫体験時に下刈り体験参加１回につき岸根栗１㎏を差し
上げます。
日　　程　第２回下刈り体験日：令和６年８月３１日（土）
　　　　　〔予備日：令和６年９月７日（土）〕
　　　　　〈作業時間の目安〉８時→集合、９時半→解散
※雨天が予想される場合は事前に延期連絡いたします。
※９月・１０月に栗の収穫体験を予定しております。
栗の収穫体験は２回程予定していますのでご都合のよい日
時にご参加いただければと思います。
参加要件　興味がある方。（１８歳以上）
　　　　　　（下刈りでは刈払機を使用いたします。刈払機の
　　　　　　 使用方法は里山研究会で指導いたします。）
定　　員　５名
必要なもの　帽子、長袖、長ズボン、長靴、タオル、
　　　　　　軍手、熱中症対策
※以下については準備いたします。
　刈払機、防護服、フェイスシールド等
◎年間の事業スケジュール

申込締切：令和６年８月１９日（月）１７時

５月 ６月
第１回
下刈り

（６月１５日）

第２回
下刈り

（８月３１日）
収　穫 収　穫

７月 ８月 ９月 １０月

申込先 　住民サービス課（☎５２－２１９４）

参加費
無  料

不
定
期
連
載
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消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 228

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

「固定電話が使えなくなる」
は嘘です！

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

ア
ナ
ロ
グ
回
線
の
Ｉ
Ｐ
網
へ

の
移
行
に
便
乗
し
て
、
固
定
電

話
や
利
用
中
の
電
話
番
号
が
使

え
な
く
な
る
な
ど
と
事
実
と
異

な
る
説
明
を
し
、
光
回
線
な
ど

の
販
売
勧
誘
を
行
う
事
業
者
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
総
務
省
な
ど

を
名
乗
り
、「
こ
の
電
話
は
○
時

間
後
に
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
○
番
を
押
し
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
言
う
電
話
は
詐

欺
で
す
。「
未
納
料
金
が
あ
る
」

「
裁
判
を
起
こ
す
」
な
ど
と
言
わ

れ
て
も
相
手
に
せ
ず
、
電
話
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
】

　

大
手
電
話
会
社
の
子
会
社
を
名

乗
る
事
業
者
か
ら
「
ア
ナ
ロ
グ
回

線
が
廃
止
さ
れ
、
固
定
電
話
が
使

え
な
く
な
る
。
早
く
光
回
線
に
切

り
替
え
た
方
が
よ
い
」
と
勧
誘
さ

れ
た
。
固
定
電
話
は
使
え
な
く
な

る
の
か
。

【
回
答
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
固
定

電
話
の
回
線
を
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

Ｉ
Ｐ
網
に
移
行
す
る
切
替
作
業

を
今
年
１
月
に
完
了
し
て
い
ま

す
。Ｉ
Ｐ
網
に
移
行
し
て
も
利
用

中
の
固
定
電
話
や
電
話
番
号
は

今
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
側
で
の
手
続
き

や
自
宅
で
の
工
事
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

和

木

短

歌

会

見
上
げ
れ
ば
軒
下
に
ず
ら
り
燕
の
巣

十
の
家
族
が
並
ん
で
暮
ら
す

田
中　
　

宏

湯
田
の
湯
に
遠
き
昔
を
浮
か
べ
つ
つ

明
日
の
中
也
に
思
い
を
馳
せ
る

清
水　

敬
子

キ
�
ン
プ
場
の
木
陰
に
寝
こ
ろ
び
見
上
げ
れ
ば

木
漏
れ
日
眩
し
明
日
は
梅
雨
入
り

検
診
日
コ
�
ヒ
�
飲
ん
で
ハ
�
と
す
る

バ
リ
ウ
ム
飲
め
ず
ホ
�
と
安
堵
す

泉
原　

節
子

中
礒　

和
子

夜
が
明
け
る
喜
び
歌
う
ホ
ト
ト
ギ
ス

足
取
り
軽
し
夏
は
そ
こ
ま
で

藤
川　

洋
子

﹁
こ
の
度
は
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
﹂

月
並
み
な
謝
罪
画
面
を
過
ぎ
る

兼
本　

信
昌

井
口
美
智
子

水
張
田
を
ひ
と
り
見
つ
め
る
老
人
の

喪
服
の
上
着
風
に
は
た
め
く

灰
岡　

裕
美

石
段
に
幸
せ
ま
す
と
咲
き
誇
る

天
満
宮
の
花
回
廊

と
お
と
お
と
お

今月の納税
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
8
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
　
　
　
2
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
9
月
2
日
㈪
で
す
。 公益財団法人山口県市町村振興協会

８・９月分の収益金は、市町村のまちづくりに使われます。
公益財団法人山口県市町村振興協会

８・９月分の収益金は、市町村のまちづくりに使われます。

SNS型ロマンス詐欺に

【詐欺の可能性大！】
★SNS で知り合った
★相手が外国人や在外日本人
★「○○手数料」の支払い
★「自分も儲かったから一緒に
投資をしよう」と言われた

注意！

「ＳＮＳでお金の話」は
詐欺の可能性大！

家族や警察へ相談を！

【相談窓口】
　＃9110 又は最寄りの警察署
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100 200100200 00 （人）

場所：

7
33

60
95

160
211

182
142

202
186

204
158
154
143
146

157
162
163

132

161

1 5
27

81
105

167
169

188
201

148
152

208
185
196

172
118

107
115

181
186

134
97

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

令和6年７月1日現在
総人口　5,801人（－52）
世帯数　2,613世帯（－47）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,942人（－42人）男　2,859人（－10人）

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種

　

事
務
職　
　
　
　
　
　

若
干
名

　

社
会
福
祉
士　
　
　
　

若
干
名

　

保
健
師　
　
　
　
　
　

若
干
名

受
験
資
格

・
事
務
職

平
成
6
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
︒
普

通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

・
社
会
福
祉
士

平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
社
会
福
祉
士

資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令
和
7
年
3
月
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
方
︒普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

・
保
健
師

平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
保
健
師
資
格

を
取
得
し
て
い
る
方
︑
ま
た
は
令
和
7
年
3
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
方
︒
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

一
次
試
験
︵
第
1
期
︶
9
月
29
日
㈰

　
　
　
　

︵
第
2
期
︶
11
月
9
日
㈯  

※
土
曜
日
の
受
験
で
す
︒

※
第
一
次
試
験
を
2
回
実
施
し
ま
す
︒
い
ず
れ
か
の
試
験
日
の

み
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

受
付
期
間

第
1
期　

9
月
29
日
㈰  

実
施
試
験

7
月
8
日
㈪
～
8
月
16
日
㈮  

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
8
月
16
日
㈮  

消
印
有
効
と
し
ま
す
︒

第
2
期　

11
月
9
日
㈯  

実
施
試
験

9
月
2
日
㈪
～
10
月
11
日
㈮  

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
11
日
㈮  

消
印
有
効
と
し
ま
す
︒

二
次
試
験
︵
第
１
期
︶
10
月
下
旬
予
定

　
　
　
　

︵
第
２
期
︶
12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日　

令
和
7
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他　

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日
程
を
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6　

内
線
3
0
6
︶

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企
画
総
務
課
︵
役
場

2
階
︶
に
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

https://w
w

w
.tow

n.w
aki.lg.jp/

開催にあたって前日の日中
に会場準備、当日は朝４時
ごろからリハーサル等を実
施します。ご迷惑をおかけ
いたしますが、何卒ご理解
ご協力をお願いいたします。

会場周辺に
お住まいの方へ
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